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は じ め に

この調査は､重要貝類毒化対策事業の一環として､青森県外海沿岸の毒化状況､毒化原因プランク

トンの出現状況および環境等のモニタリングを行い､毒化予知手法の開発に必要な資料を得ることを

目的として実施 した｡

調 査 方 法

1 調査海域および調査地点

青森県外海では､岩崎､鯵ヶ沢､下前､今別､野牛､八戸の6地点､陸奥湾では､茂浦､久栗坂

の2地点｡

2 調 査 期 間

昭和58年 2月から昭和59年 3月までの各月 1- 5回｡

3 調査対象貝類

地まきおよび垂下ホタテガイ

結 果

○ 青森県の外海で最初に毒化 したのは､4月18日の日本海沿岸車力産の地播き貝で0.5MU (中腸

腺 1グ当たり.以下同じ)の値であった｡次いで､津軽海峡の石持の地播き貝で0.3MUの値が検出

された｡

なお､5月6日に日本海の鯵ヶ沢で0.3MU､下前で0.3MU､津軽海峡の今別で0.3MU､ 5

月19日の野牛で1.OMU､6月 3日の太平洋の八戸で0.7MU､岩崎で0.7MUと推移 した｡

○ 外海での毒化の最高は､6月 2日の野牛の垂下ホタテガイで1.25MUの値で､これに次ぐのは5

月19日の今別の1.OMU､5月19日の野牛の1.OMUであった｡

○ 陸奥湾の毒化状況は3月22日に0.4MU (0.052MU ･可食部 1才当り)の規制値を越え､26日

詳細については､昭和58年度水産庁委託水産業振興事業委託費､重要貝類毒化対策事業報告書 (香
化モニタリング)昭和59年 3月､青森県を参照｡
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付けで出荷自主規制となった｡最高値は青森定点の20n垂下月で4.2MUであった.出荷の規制解

除は10月8日付けであった｡

○ 青森県の外海で D.fortiiが最初に出現 したのは､下前で4月11日､岩崎で4月26日､鯵ヶ

沢で4月28日､今別で4月26日､野牛で5月9日､八戸で4月25日となっていた｡

○ 各海域の D.fortiiの最高出現数は､岩崎-4月26日の30細胞/Je､鯵ヶ沢-5月 4日の40

細胞/A､下前-5月23日の15細胞/.e､今別15月30日の40細胞/A､陸奥湾-6月20日の1,815

細胞/jZ､野牛-5月9日の5細胞/.e､八戸-6月6日の120細胞/Jeであった｡

○ 各海域の D.jTortiiの出現期間をみると､岩崎-4月26日～5月4日の9日間､鯵ヶ沢14

月28日～6月8日の42日間､下前-4月11日-5月23日の42日間､今別-4月26日～6月13日の49

日間､野牛-5月9日の1日間､八戸-4月25日-.7月25日の92日間であった｡

○ 陸奥湾内の D.fortiiの出現状況は､4月に入って水温の上昇とともに増加 し､6月には青

森定点で最高の1,815細胞/Bの出現があった｡9月に入ると水温が表層から底層まで20oC以上と

なり減少していった｡

○ 茂浦沿岸で4月12日から休日を除く毎日､水温と D.fortiiの測定を行った結果､水温8-

17℃の範囲内で出現 し､特に11.5-15.0℃で多く出現 した｡最高出現数は､6月10日の700細胞/

.eで水温14.0℃であった.

0 シ′リンダーを利用 してプランクトンのトラップ調査と通常の採水調査を行った結果､D.fortii

は トラップに沈澱 した出現数と通常観測で得られた出現数とほぼ同程度の値であった｡また､

D.fortiiのS/ストは認められなかった｡

○ まひ性貝毒の原因プランクトンである Protogonyaulax属の遊泳細胞およびシストについては

通常観測やプランクトンのトラップ調査結果から､陸奥湾内では出現は認められなかっった｡
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